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ポイント
✓最悪の事態を想定していない⇒過小評価

➢いずれのケースも「重大事故対策が機能する」前提

➢想定される放射性物質量：福島第一原発事故におけるセシウム放出量の
1万分の1のオーダー

そのような甘い想定であっても…

✓いずれも公衆の被ばく限度（1mSv/年）を1週間で上回る区域が生じる

✓IAEAの判断基準（実効線量100mSv/週、甲状腺等価線量50mSv/週）をも
上回るケースがある（ケース２，３，５，６）

✓「PAZでは放出前に予防的避難を行う。避難が困難な住民等は放射線防護対
策施設（コンクリート建屋かつ陽圧化）への屋内退避により、基準に達する
被ばくを避けることができると見込まれる」としている。

⇒避難や屋内退避が困難な場合もあるが、そのときは？

⇒放射線防護施設の信頼性は？
（能登半島地震では、使えなくなった施設が多数。）



「重大事故対策が機能するため、格納容器の破損は生じないが、格納容器
からの放射性物質漏洩もしくはフィルタベント使用による放出が生じる」
という前提

ケース３、６は、「代替循環冷却系により７日間は持ちこたえ、7日後に
フィルタベント使用により放射性物質を放出」

⇒いずれも楽観的な想定



放出される放射性物質量の想定
⇒福島原発事故の1万分の1のオーダー

放射性セシウム

新潟県シミュレーション
（ケース１） 3.5×1012Bq

（ケース２） 3.7×1012Bq

（ケース４） 7.0×1012Bq

（ケース５） 7.4×1012Bq

福島第一原発事故推定量
（注）

33×1015Bq
（セシウム134、137）

注）原子力安全・保安院による推計（2011年10月20日）

⇒大幅な過小評価になっている

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/6086248/www.meti.go.jp/press/2011/10/20111020001/20111020001.pdf
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